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論 文 の 要 旨 
 本論文は、第二言語 (L2) 読解研究において未解明の、英語学習者が説明文の因果関係を理解し（「因果理
解」）、その内容を知識として学習すること（「テキストからの学習」）に至る認知メカニズムの解明を目的とし、
特に、その重要性が指摘される因果理解を観点に検証している。具体的には、2つの研究（研究 1、 2）によ
り以下 3つの General Research Questions (RQs) に取り組んだ。 
・General RQ1 英語学習者の因果理解には、どのような読解処理やテキスト記憶が関わっているか。 
・General RQ2 英語学習者の因果理解は、テキストからの学習にどの程度貢献するか。 
・General RQ3 英語学習者の読解処理やテキスト記憶は、説明文の因果構造をどの程度反映するか。 









 実験 3 では、実験 2 において観察された熟達度×因果理解の交互作用の原因を特定することを目指した。
結果、熟達度 × 因果理解の交互作用は、テキストに明示される因果関係を理解することと、因果的に一貫し
た状況モデルを構築することの両者の困難にすることが示された。  
 研究 2 (実験 4–6) では、学習者の説明文読解中における理解プロセスを検証した。実験 4では、因果関係
の状況モデルを構築するために必要な「因果推論」を学習者が説明文読解中に生成するには、テキストの内容
親密度と学習者の L2読解熟達度の両者が高いことが条件であることが示された。 




 そして、実験 6 では、実験 5 から示された読解処理の具体的内容を、思考発話法を用いて調べた。結果、
学習者が因果構造に従って現在の情報と先行情報とをつなげて処理していたのは、学習者の L2読解熟達度が
高い、もしくは、因果関係が明示されている場合であることが示された。さらに、熟達度の高い学習者が離れ
た情報どうしを因果的につなげる処理 (distal bridging) のみ、読解後に構築された因果理解との相関が確認
された。 
 以上の研究結果を総合し、General RQsへの解答を考察した。まず、General RQ1 (英語学習者の因果理解
には、どのような読解処理やテキスト記憶が関わっているか) について、英語学習者が因果理解を達するには、
まず説明文の内容親密度が高いことが必要で、さらに、情報間の因果関係に読解中の注意を配分できる程度の
L2 読解熟達度が求められることが解明された。そして、これらの 2 つが満たされた条件で起こる distal 
bridgingのみ、因果理解と関係していた。 































理・解釈を経て考察されている。例えば、データの測定手法について、実験 5、 6 では説明文読解中の処理
に対し、時間経過と内容の両者を測定対象とする the three-pronged approachを用いている。そして、この
手法を支える理論的枠組みとして、テキスト情報間の因果的なネットワークを特定する the causal network 
modelと呼ばれる読解理論を採用し、このモデルの想定と学習者が実際に行う読解とが一致するのは、理解の




















平成 30年 1月 26日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
